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食品スーパーの省エネ機器・制御設備導入

による省エネの取組み

堀 徳治 (ぽりとくじ) (株)マルアイ制的

1 テマの概要

株式会社マルアイでは平成 15年よりモデル庖舗

(カイム 色庖〉にエ不ノレギ 管理システムを導入し、

利用状況の分析と省エネを検討。その結果、新居や既

存屈の改修時にエコアイス、氷蓄熱式ショーケース、

エコキュ ト、自動調光型照明設備を導入すると共に

供給エネノレギーをオール電化とした。更にエネノレギー

管理システムに加え自動制御システムを導入し空調、

照明、冷滞ショ ケ ス等の庖舗設備を自動運転によ

り最適にコントローノレ。結果、従来比約 14%の省エネ

を実現している。

111 対策効果確認期間

平成 17年 04月~平成 18年 03月改正べ 12ヶ月〉

121 会社の概要

事業内容食品スパ マケット

従業員数 2，判。人(パート アルパイト含む〉

エネルギ 年間車用量 (H17年度実績〉

27，674乱1Wh

(42庖舗年間実靖 平均売場面積6回 m勺

131 省エネルギー取組みの背景

昨今の地球温厚封じをはじめ、環境問題に対する企業

の社会責任を問われる中、弊社では環境取組策として

電力使用量の削減による CO，排出量削減に取り組ん

だ。己れにより食品スーパーの三大経費のびとつであ

る「水道 光熱費」の経費削減にもつながる。従来よ

り省エネ型の機器を導入していたが、効果の検証と意

識の向上を狙い「エネルギ 管理システム」を導入。

各設備ごとのエ不ルギ の使用状況を「見える化」し

たことで運用面での無駄を多数発見でき、さらなる省

エネノレギ の可能性が見えてきた。環境取組企業経

NO. 158 2008 

宮を両立できる最適庖舗っくりを目指し、その手段と

して省エネルギーに取り組んだ。

2 現状の把握および分析

111 現状の把握

モデル屈として一色庖をペースに各負荷毎のエネノレ

ギを掌握した。

① 色庖の概要

所在地兵庫県加古川市平司町一色3却番地

売場面積 8旧14m口1

延ベ面積 1，289m2 (平屋建て〉

宮業時間 7:0刷0-22，00

竣 工平成 14年 11月

⑨ 一色庖の設備(衰1)

色屈は平成 14年度の竣工であり、その当時から

省エネルギ を考麿した設備を導入。

③ エネノレギー消費量

年間エネルギ 消費量は(表2)の通りであった。

一色庖のエネルギー原単位は 2，970MJ/ m2であ

る。己れはスーパーマーケットの標準エネノレギー

原単位 (3，140MJ/ m勺に比べ少ない。
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